
南山大学紀要『アカデミア』社会科学編　第 27号，207―240，2024年 6月 207

 

 市民権運動時代のアメリカの総括へ向けて 
  ― 「第

セカンド・レデンプション

二次復権」の下で個人的体験を顧みつつ「第
サード・レコンストラクション

三次再建」を
展望する試み ―  

 川　島　正　樹 

 はじめに ― 「歴史は繰り返す」は法則か 

 （1）「第二次再建」概念の浸透 
 　本日はお招き頂き，感謝に堪えません。小原豊志先生をはじめ関係諸氏に心より御礼申し上げま
す。ご期待に応えられる自信はございませんが，折角頂きました過分な引退興行のお座敷ですので，
精いっぱい務めさせて頂く所存です。実証的研究の報告というよりも，全共闘的アジ演説ないし新
興宗教教祖の説教のようになりがちですが，遠方より足を運んだ退職間近の老人の戯言として，ど
うかご寛恕のほどをお願いします  1）。 
 　まず本日のお話の前提になる「第二次再建」という用語についてご説明します。「第二次再建（The 
Second Reconstruction）」という歴史用語は革新主義的南部史家として名高い C・ヴァン・ウッドワー
ドのベストセラー『ジム・クロウの奇妙な軌跡』において使用され始めました［Woodward 1974: 
8 ― 10, 122 ― 147］。 
 　ご存じのように，南北戦争後の「再建」は挫折に追い込まれましたが，第二次世界大戦とホロコー
ストの衝撃，さらには共産主義的平等理念を掲げたソ連との冷戦下で起こるアジア・アフリカ旧植
民地独立という「第三世界」の興隆に呼応して「人種」をめぐる国内問題への対応を迫られたアメ
リカが，1950年代後半から 60年代にかけて取り組むことになったのが「第二次再建」です。やが
て 80年代のレーガン政権下で右旋回が本格化し，国際的にはソ連崩壊とともに冷戦が終結し，「第
三世界」諸国内部で様々な問題が表面化し，理想に満ちたアメリカの「第二次再建」は終焉の時
を迎えます。2003年に日本において国際的なヒトゲノム解析共同プロジェクトの完了が宣言され
た際に，生物学的概念としての「人種」の非科学性が明らかにされましたが，「黒人の命も大切だ」
などと訳される BLM（Black Lives Matter）運動の昨今の隆盛が示すように，依然としてアメリカ

1）　本稿は，2023年 11月 18日土曜日 14時から 18時にかけて東北アメリカ研究会との共催で東北大学川内キャン
パスにて開催された「2023年度　東北大学国際文化研究科科長裁量経費プロジェクト『多文化・グローバル社会
におけるアメリカ研究ネットワークの構築』第一回講演会」で本稿筆者が行った「『市民権運動の時代のアメリカ』
の総括へ向けて ― かつての現地調査を振り返りつつ『第

セカンド・レデンプション

二次復権』を超えて『第
サード・レコンストラクション

三次再建』を展望する試み」
と題して行った講演会時の読み上げ原稿を基に，当時の雰囲気を残すために本稿筆者を「報告者」と記述している
こと，また活字化する時点（2024年 2月）で気づいた勘違いの修正や必要と思われる説明文や一部の新たな文献
の付加などを施して改稿したことをご了解されたい。本講演会企画関係諸氏および口語形式での掲載を許容された
本誌編集担当同僚諸氏のご高配に対して，この場を借りて深謝する次第である。
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において社
ソーシャル・コンストラクション

会的構築物として制度に深く埋め込まれた「人種」は堅固なままであると言わざるを
得ません［川島編著 2005；2014b；川島 2021a；川島 2021b］。 

 （2）「米国史上初の黒人大統領」の誕生と「第二次復権」の始まり 
 　2008年秋のサブプライム・ローン破綻に起因する，「 大

グレート・ディプレッション

恐 慌 」以来 80年ぶりのアメリカ発
の世界的「大

グレート・リセッション

不 況」の処理を期待されて誕生したのが「米国史上初の黒人大統領」でした。し
かしながら，「ハゲタカ金融資本」の餌食にされた黒人ゲットー住民の救済は不十分で，最多で
160万人に及ぶ，その多くを黒人男性が占める「大

マス・インカーセレーション

量 収 監」と，有望な公共事業とされた「監
獄ビジネス」の隆盛とそれを支えた連邦政府を挙げての警察組織の強化がもたらした警官の横暴
という異常事態が劇的に改善されることはありませんでした。言論の世界ではバラク・オバマ
（Barak Husein Obama Ⅱ）を二度も大統領に選んだことを主な根拠に「ポストレイシャル・アメリ
カ」の到来が叫ばれました。その一方で「茶

ティー・パーティ

会」運動に象徴される草の根右翼の地域的運動が各
地に浸透してそのネットワーク化が進み，2016年の大統領選挙ではドナルド・トランプ（Donald 
Trump）が選ばれ，南北戦争後の北軍による南部軍事占領下の「 再

レコンストラクション

建 」の終焉が南部反動派の
「復
レデンプション

権」を生んだように，「第二次再建」の終幕が「第二次復権」に繋がったのです。まさに「歴
史は繰り返す」という格言を目の当たりにしているのです［川島 2021a］。 

 （3） 新歴史観としての「長
ロング・シヴィルライツ・ムーヴメント

い市民権運動」の提起と「第三次再建」の展望 
 　高揚するトランピズム（≒トランプ前大統領への熱狂的な支持拡大という社会現象）に待った
をかけたのは BLM運動でした。なぜ道徳的にはより正しい ALM（All Lives Matter）ではなく，
BLMが多くの白人を含む大半のアメリカ人の心に届いたのでしょうか。この事実こそがアメリカ
における社

ソーシャル・コンストラクション

会的構築物としての「人種」に基づく差別と偏見の根強さを物語っているのですが，
それと共に地域的社会運動が全国に波及するというアメリカ独特の革新主義の伝統に根ざす歴史的
特徴を思い起こさせもします。コロナ禍の下で BLM運動の高揚がなければ，3年前の大統領選挙
で現職大統領の退陣はあり得なかったでしょう［川島 2021a］。 
 　これと重ねて思い起こされるのは，ジャクリン・ダウド・ホールが 2005年に提起した
「長
ロング・シヴィル・ライツ・ムーヴメント

い市民権運動」という概念です。彼女は 1930年代のニューディール期から 40年間続いた黒
人と白人リベラル派と労働組合組織化運動の共闘による広範で持続的な政治連合という歴史的な事
実を掘り起こしました。トランピズムの高揚以降のアメリカでは主に「人種」を境界線としたアメ
リカ社会の分断の深刻化が強調されがちですが，前大統領と雖も公然とヘイト発言を許されない，
少なくとも露骨な差別には絶対的に不寛容な社会規範を確立したのは，戦前からの「ニューディー
ル連合」と呼ばれる「人種」を超えた持続的な民衆レベルの政治的連帯だったのです［Hall 2005］。 
 　現時点でもトランプ人気の根強さは驚くほどで，来年の今頃には結果が出るアメリカの大統領選
挙は世界中の人々に懸念を高まらせていますが，前回の大統領選挙の帰趨を決定したジョージア州
の選挙結果で外から見て明らかな前大統領の重大な犯罪の疑いを許さない姿勢を示したのが，二人
の黒人女性であった事実は看過できません。一人は元民主党知事候補であった前州上院議員ステイ
シー・エイブラムス（Stacy Abrams）であり，もう一人は選挙結果への不当介入を禁じる州法違反
の嫌疑で前大統領を起訴したフルトン郡検事ファニ・ウィリスです（Fani Willis）。このこと自体
が「第二次再建」がもたらした輝かしい成果ともいえますが，将来から見れば「第三次再建」の幕
開けともなるかもしれません［川島 2023a；Richard 2016; 三牧 2020］。 
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 （4）アメリカの覇権衰退と並行したコロナ禍とロシアによるウクライナ侵攻 
 　ここで確認したいのは「デモクラシーの帝国」とも呼ばれる超大国アメリカの世界覇権の衰退に
よって明らかになりつつあるその功罪二面性です。ベトナム戦争が象徴した「アメリカ帝国主義」
の「罪」の側面は私の世代にはお馴染みですが，ここで敢えて強調したいのは，アメリカの覇権の
衰退が今日のロシアによるウクライナ武力侵攻と核戦争という人類破滅の危機と日本の近辺で見ら
れる国際政治情況の深刻な悪化傾向と表裏の関係にあるという，アメリカ的覇権の「功」の側面が
否定し難いということです。アントニオ・ネグリ（Antonio Negri）が勧める「親米主義」もこの
観点から考慮すべきです［藤原 2002；「新しい民主主義へ」2012］。 
 　もう一つ指摘すべきは元ブラック・パンサー党活動家でカリフォルニア州選出黒人女性連邦下院
議員バーバラ・リー（Barbara Lee）が主張する，絶対平和主義と一線を画す現実主義的非暴力主
義です。彼女は名古屋をはじめ各地で上映された自伝的映画の中で「非暴力主義」を掲げつつも「暴
力行使の無条件の放棄は留保する」と明言しています。彼女はクラスター爆弾のウクライナへの供
与には極めて慎重な一方，ロシアの侵略と戦うウクライナへの軍事支援には賛成です。彼女は自衛
的な武装を掲げて最後は弾圧と内部分裂で潰されたブラック・パンサー党の負の経験を内面化する
と同時に，アメリカ帝国主義の侵略性との闘いという同党が掲げた理想を現実政治の中で追求し続
け，2年ごとの選挙で圧勝し続けました［ギンズバーグ 2020］。 

 （5）「自由」と「平等」の難題を解くと同時に「分断」も煽る社会運動の二面性 
 　地域闘争の全国化というアメリカ史に独特の革新主義的伝統の最新事例は先ほども触れた BLM
です。BLMは SNSへの動画のアップロードを通じて世界的に支持者を拡大し，事前の予想を覆し
て前回大統領選挙で現職（当時）の再選阻止に大きな影響力を発揮し，革新主義的伝統への希望の
糸を紡ぎました［川島 2020］。 
 　その一方で，アメリカ研究という学問分野で一般的に好意的に受け止められてきた多文化主義を
めぐっては，哲学や政治思想研究の分野で論争が激化しています。一つは「相互承認」の推進とい
う文脈で多文化主義を支持する陣営であり，他方は「承認の政治」に内在する分断助長の傾向と経
済的格差を軽視する傾向に批判的で，新たな再配分を実現するための政治的連合の構築をより重
視する陣営です。両陣営は本来的には対立的であるよりも相互補完的なのですが，革新主義陣営内
部における力点の違いの止

アウフヘーベン

揚は困難なままです。この情況は 1968年の大統領選挙に幾分似ていま
す。トランプ前大統領は 3年前の選挙で自らの敗北を認めなかったばかりか，過激な支持者の武力
による連邦議会への乱入を煽り，何度も訴追を受け，その度に支持を拡大しています［Fraser ＆ 
Honneth 2003; Fraser 2022］。 

 （6）オーラル・ヒストリーの勧め 
 　ところで，歴史家である以上，避け難い「歴史の原動力とは何か」という問いへの自分なりの回
答も試みたいと思います。本報告のサブテーマでもあるオーラル・ヒストリーによる現地調査を基
にした歴史研究の経験から申し上げられるのは，歴史を動かかすのは言葉というよりも，その言葉
を発する人間であるという結論です。どうしてそのような確信に至ったかという点につきましては，
後ほど過去のインタビュイーの一部をご紹介することで，聴衆の皆さんにも実感いただけるのでは
ないかと思う次第です［川島 2003；川島 2008；川島 2015；付録 1］。 
 　次にオーラル・ヒストリーについて，この手法に内在する効用よりもむしろ限界について申し上
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げたいと思います。歴史的当事者へのインタビューによって期待できるのは大半の場合に新たな事
実の発見ではない，という現実的な限界です。誰でも自分を正当化したいと思うのは当然ですし，
特殊な事情がない限り仲間を売りたがる人もあまりいません。正確かつ正直に過去の事実の全てを
語ってくれる人は稀ですし，重要な関係者が物故している場合もあります。事実に接近するために
は対立者も含め，様々な陣営に属す多様な関係者の証言をできるだけ多く集め，比較分析する必要
がありますが，それは事実上困難です。ではどのような効果を期待できるのかと言いますと，相互
に矛盾をはらむ場合がある入手可能な文書史料の比較分析もそうですが，何よりもヘーゲル主義的
な用語で言う「時

ツァイト・ガイスト

代精神」に類する，その当時の息吹の共有が可能となる点です。これによって，
歴史家はその時代に我が身を置き，まさにその人物になり切って，その事件なり事象なりを追体験
することが可能となり，歴史的真実への接近と理解が深まるのです［川島 2023b］。 
 　同時に，歴史的関係者へのインタビューを含む現地調査によって，アメリカ研究という学際的地
域研究が目指すところの「アメリカ」という価値観の共同体における歴史的経験の意義の理解と今
後の方向性を見定める学問的な作業において不可欠な研究対象の内面化も可能となります。とりわ
け外国人として地域研究を志す場合には，多くの場合に研究者の情熱を支えうる何某かの根拠が不
可欠の要素となりますが，歴史的関係者へのインタビューは歴史家を支える情熱の貴重な源泉を提
供してくれます［川島 2015］。 

 1．現地調査体験と「長
ロング・シヴィルライツ・ムーヴメント

い市民権運動」史観を重ねる試み 

 （1）ジョージア州南西部農村地帯における個人的体験 
 　先に触れた「長い市民権運動」の存在をホールによる提起以前に実感したのは，2001年夏にジョー
ジア州南西部の農村地帯に所在するオールバニーでの現地調査においてでした［川島 2008：第 4
章；付録 1：（3）］。1960年 2月 1日にノースカロライナ州グリーンズボロで始まり，瞬く間に南部
中に拡散して SNCC（学生非暴力調整委員会）の創設と隆盛に対抗して当地で計画され 1年間続い
たキング（Martin Luther King, Jr.）牧師と SCLC（南部キリスト教指導者会議）が主導した最初の
地域闘争が始まるのは 1961年秋でした。詳細は拙著をご一読頂くことにして，通史的には「敗北」
とされてきたオールバニー運動がキング牧師の撤退後も続けられたという事実について指摘したい
と思います。多くの逮捕者を出しながら抗議活動が続けられたのは地域の女性たちの勇気と根性に
よってだったのですが，地域的市民権運動の持続的な高揚を支えたのは長い伝統を誇る黒人教会を
中心としたゴスペル・ソングの力でした。2001年当時毎月第二土曜には当時の集会を再現した催
しが実演されていました。詳しくは後ほど写真付きでご説明します［付録 1：（3）］。 

 （2）アラバマ州モンゴメリーの黒人エリートが越えなければならなかった壁 2）  
 　次に「黒人コミュニティ」と呼ばれる地元地域共同体は歴史的に所与の条件ではなく，運動の経
過の中で次第に形成されたものであるという事実について，市民権運動の最初の事例とされるアラ
バマ州都モンゴメリーにおけるバス・ボイコット闘争について触れながら，考察したいと思います。

2）　以前の拙稿［川島 1992等］では「モントゴメリー」と呼称したが，本稿では現地での標準的な発音に即して「モ
ンゴメリー」と記載する。
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詳細は拙著をご一読頂きたいのですが，要点についてのみ指摘します。他の事例でも共通する事実
ですが，運動開始時点で「黒人コミュニティの一体性」などは存在していませんでした。それは運
動の過程で次第に形成されたのです。一般庶民の多くは白人に雇用されており，黒人会衆に支えら
れている黒人教会の牧師の多数も戦闘的な SCLCには批判的でした。ジム・クロウの副産物として
の僅かに存在した黒人相手に商売する自営業者や黒人教員から構成される黒人中産階級の大半も現
状維持派でした。差別の最前線に日常的にさらされ続けた一般民衆が一部の中産階級による「抗議
運動」の呼びかけに呼応するのは，モンゴメリーの場合には，市内のバスに代わる輸送手段として
「カー・プール」と呼ばれる自動車相乗り運動に対抗して法制化された「ボイコット禁止法」で黒
人中産階級が大量に逮捕されて以降でした。「逮捕」と「投獄」という経験は大変な不名誉と経済
的打撃を伴いました。黒人中産階級がそれを乗り越え，集団逮捕という踏み絵を踏む覚悟に至った
ことで，ようやく民衆レベルでバス乗車拒否という堅固な地域闘争となるのです［川島 1992；川
島 2008：第 1章］。 
 　もう一つ看過しえない事実は，アングロサクソン系文化的伝統とも言うべき事後の復讐です。市
民権運動の出発点となったモンゴメリー・バス・ボイコット運動の発端の「一日だけのボイコット」
を呼びかけるビラを撒き，その後も要所々で運動の組織的発展を支えたWPC（女性政治会議）の
中心を担った州立黒人大学の女性教員たちが，事後大分経った 1960年の新学期に一斉に解雇され
たという事実です。おそらく運動のきっかけを作ったローザ・パークスがデトロイトへ転住した背
景にも，同様の事象が影響したのではないかと疑われます。ただし，彼女らが歴史の転換点に関与
できたことに満足しているのも事実です［川島 1992；川島 2008：第 2章］。 

 （3）旧南軍首都に漂い続けるジム・クロウの亡霊 
 　ここでジム・クロウの復活を企図した地元反動派のあからさまな報復的意図の強烈さを実感した
個人的体験についてお話しします。主要企業が公募採用を中止する「第二次石油危機」が間もな
く起こる 1978年春，間が悪いことに留年が確実となった時に 4週間有効のグレイハウンド・バス
自由乗車券を購入してアメリカ全土の旅行を試みました。かつての南部連合国最後の首都であった
ヴァージニア州リッチモンドのバス・ターミナルに降り立った時のことです。立ち寄ろうとしたト
イレに男女それぞれに二組ずつの施設があり，その一方には鎖が掛けられ使用禁止となっているこ
とに気づき，奇妙な感じを抱いた直後に言い知れぬ恐怖感に襲われました。バス・ターミナル施設
全体が比較的最近に改修されたばかりで，新しい感じがしました。そのことは，いつでも「人種別
トイレ」を含む隔離施設としての使用再開が可能であるという，言外の固い意志表示のように思
われました。まさに「ジム・クロウの亡霊」を実感した瞬間でした［Higginbotham 2013; Walker 
2009］。 

 （4）「リトルロック学校危機」事件をめぐって 
 　次に「長い市民権運動」のもう一つの事例として，1957年 9月の新学期始業日に白人民衆数千
名が暴動を起こした「リトルロック学校危機事件」の現地調査について触れます。暴徒たちは生
徒総数約 2000名の地元名門高校へのたった 9名の優秀な黒人生徒の入学に反対したのですが，子
どもを学校に通わせる南部白人の多くが学校の「人種統合」に関して共通に恐れたのはまずトイ
レ共用やプールでの水泳授業に伴う「性病罹患」への不安であり，次に「学校統合」で刺激され
る黒人中産階級の転入によって自宅をはじめ所有する不動産価値が下落することでした。後者は
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「街
ブロックバスティング

区破壊商法」と呼ばれる悪徳不動産商法で，「黒人が転入するそうだ」という噂を意図的に流し
て不動産価格を引き下げて白人所有者から安く買い叩き，それを白人地区への転入を望む黒人の金
持ちに高値で売りつけ，転出する白人に郊外地区の新開発住宅を売りつけるというものです［川島
2008：第 2章；付録 1：（2）④］。 
 　詳細は後述しますが，これはオーラル・ヒストリーが「新たな発見」をもたらした稀有な事例と
いうべき個人的に思い出深い体験でした。一口に「人種」にまつわる偏見と申しますが，このよう
に自由である筈の市場経済に「人種」偏見は深く埋め込まれて制度化されており，個人レベルでも
無視しえない経済的損失につながることから，なかなか現在に至るまで解消され難いままなのです
［川島 2008：第 2章；付録 1：（2）］。 

 （5） 白人優越主義が経
パス・ディペンデンス

路依存症であることの例証としてのトランピズムの隆盛 
 　この章の最後に触れたいのは，なぜ旧南軍支配地域で奴隷制廃止後 170年近く経過してもなお白
人優越主義が根深く蔓延ったままなのか，という問いです。トランピズムの隆盛の背景とも重なる
その理由を考察したいと思います。それは現在のアメリカの経済的な覇権衰退傾向への抵抗感を
背景とした「アメリカ第一主義」の高揚に象徴される大

ポ ピ ュ リ ズ ム

衆煽動政治なのかと申しますと，そうとば
かりは言い難く，南北戦争前の奴隷制の時代から何世代も続く経

パス・ディペンデンス

路依存症という集団的精神病理
の表れであるとする注目すべき主張が近年若手の政治学者から出されております［Acharya, et al. 
2020］。ただし，私見によれば，これとても 19世紀末に形作られ始めたジム・クロウという地方法
体系による「人種」による隔離と参政権の剥奪，さらには黒人男性を標的として大衆娯楽的な見世
物として定期行事化されたリンチの横行による，世代を超えて徐々に制度化された特定集団への劣
等性の烙印と主流派下層集団の優越感を掻き立てる支配階級による「人種」に基づく階層秩序化と
いう，奴隷制の時代とは似て非なる，19世紀末から 20世紀初頭にかけてのジム・クロウ体制とい
う地域的文化の初期設定がもたらしたものと理解されるべきであり，その歴史的呪縛の解消は困難
ですが，不可能ではないのです［川島 2014；川島 2023b］。 
 　ただし，前世紀末，クリントン政権が終わる頃に出版されたティモシー・ミンチンによる南部
繊維工業界における黒人労働者の採用増と労働組合活動および 1964年に成立した市民権法の特に
同法第七編の威力との関係に関する長期的で詳細な研究によれば，長年にわたり白人が独占して
きた繊維工場で黒人労働者の採用増の動きが本格的に起こるのは市民権法の成立以降の 1970年代
と 80年代です。広範な社会運動が職場における「人種」に基づく差別禁止の強力な連邦法をもた
らしたというよりも，全体的には断固たる罰則規定を含む連邦法の成立が南部各地の工場現場にお
ける労組の動きの活発化をもたらしたのであり，因果関係は逆なのです。しかもそのような時期は
NAFTA（北米自由貿易協定）による製造業の国外脱出と南部においてさえ金融関係の給料が高く
肉体的に負担の少ないホワイトカラー職の人気が高まる時期と重なったのです。繊維工業界をはじ
めとする過酷な職種にようやく黒人が多く採用される時期に白人たちはより有利な金融関係業界の
ホワイトカラー職にシフトしたのです。つまり経済のグローバル化と産業構造の変化を背景とした
「人種」による有利な職種とそうでない職種での住み分けという新たな事実としての隔離情況が静
かに進行してきたのです［Minchin 1999］。 
 　振り返れば，1920年代に主に「反ユダヤ主義」を含む移民排斥運動の一環で北部や西海岸諸州
で 500万人の会員数を誇った第二次 KKK（Ku Klux Klan）の突然の衰退が幹部の逮捕という偶然
的なきっかけによるのもであった事実を突き止めたリンダ・ゴードンが予言したように，2020年



川島正樹 213

の大統領選挙の時点で起こったトランピズムの停滞も一時的で偶然のものであり，いつでも再生の
可能性がある，と彼女は見抜いたのですが，まさにその通りとなっているのは慧眼と言わざるを得
ません。ヒトラーが先例としたのはアメリカでのジム・クロウや第二次 KKKの隆盛であり，アメ
リカが第二次世界大戦でナチズムと戦ったのも，さらにはそれに勝利できたのも歴史的必然などで
はないことも思い起こすべきです［Gordon 2017; Whitman 2017］。 

 2．世界覇権確立へ向けた「反共」原則に基づく「第二次再建」 

 （1）「デモクラシーの帝国」による世界覇権確立過程の重層的な意義 
 　ここで第二次世界大戦後の「第二次再建」の発端から終焉までの歴史をざっとおさらいします。
まず記憶されるべき事実は，後に「第一次世界大戦」と呼ばれることになった欧州での「世界戦争」
に遅れてアメリカが参戦したのは直接国益に関わらない「世界を民主主義のために安全にする」と
いう，後に「ウィルソニアニズム」（Wilsonianism）と呼ばれることになる，主に理念的な理由に
基づいてであったことです。その理念が国民的に受け入れられるのは二度目の世界大戦を経験して
からでした。ここで看過しえないのは，1930年代の「大恐慌」を最終的に終わらせたのは「ニュー
ディール」の諸政策ではなく，アメリカの参戦より 2年 3ヶ月と 1週間前に欧州で勃発した第二次
世界大戦をきっかけとした軍需景気だった事実です。戦後の平時経済への再転換で一時落ち込んだ
経済を再生させたのも朝鮮半島で起こった戦争でした。ベビーブームと共に戦後の好景気が続き，
膨大な中間層を創出され，理想の実現という明るい未来への期待感を高めるとともに，市民権運動
の高揚と国民的支持の広がりの背景ともなりました。これらはアメリカの覇権の増進過程と重なり
ます［付録 2：グラフ 1］。  既述の如く，平等を理念とするソ連との冷戦下で非白人国家が続々と独
立する「第三世界」が高揚する時代に，19世紀末から続く国内南部の地方法体系によるジム・ク
ロウ容認姿勢を改めるという喫緊の必要性への認識が，リベラル派のみならず自由民主主義の世界
的波及を掲げるアメリカの保守派指導層にも共有されたのです［川島編著 2005］。 

 （2）日系人部隊に命を助けられたロバート・ウッドの密かな決意 
 　戦争が及ぼした国民的衝撃に関する一例として，後にジョンソン（Lyndon B. Johnson）政権下
で閣僚の一人として北部大都市中心部のゲットーの問題解決に尽力することになるロバート・ウッ
ド（Robert C. Wood）氏へのインタビューで託された，遺言的で極めて私的な事実の開示について
お話しします。厳然たるジム・クロウ体制下のミズーリ州セントルイス出身の彼が「人種」差別に
反対する決意を固めたのは，激戦で知られるバルジの戦いにおいて日系人部隊の第 442大隊の生き
残り兵士に救出されたからであったそうです。その前に第 442大隊は文字通り「当たって砕けろ（Go 
for broke!）」の合言葉通りに，救出兵士数の二倍に当たる約 800名の壊滅的な損害を出しながら包
囲殲滅の危機にあったテキサス大隊の白人兵士を救出しました。これは想像ですが，小学校教師を
辞して海軍士官として従軍したテキサス出身のジョンソン大統領がケネディの遺志を引き継いだ背
景にも同様の思いがあったのではないでしょうか［付録 1：（1）②］。 

 （3）「赤狩り」下での「人種」を超えた階級的連帯の試み 
 　「長い市民権運動」の事例で看過しえない近年の研究業績にマイケル・ピアースのリトルロック
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における穏健派 AFL（アメリカ労働総同盟）系運輸労組白人指導者による，ポピュリストとして
名高いオーヴァル・フォーバス（Orval Faubus）州知事との長い闘いに関する論文があります。本
報告者が行った現地調査のうちで最も地域的安定感を抱けたのがリトルロックだったのですが，こ
の論文を読みながら，当時そして現在も蔓延る，「人種」にまつわる偏見を煽るポピュリストに対
抗して，働く者同士として経営側の分断化工作に対抗することの「共通利益」を説くオーデル・ス
ミス（Odell Smith）の不屈の闘いぶりと地元の良心的白人中産階級女性集団による応援の歴史が
あったことがよく理解できました。現在アーカンソー州は他の南部諸州と同じく共和党の牙城に変
化していますが，かつてはビル・クリントン（William J. Clinton）が最年少の州知事に当選した実
績もあり，この「長い市民権運動」は今も継続中であると思われます［Pierce 2018］。 

 （4）最高裁判事全会一致での「ブラウン対教育委員会」判決 
 　この章の最後に，「長い市民権運動」の時代における画期点をもたらすことになった「ブラウン」
判決が 9名の最高裁判事全員一致の判例変更であり，それをもたらしたのが，前職が戦中に日系
人を強制収容したカリフォルニア州知事という保守派政治家出身アール・ウォレン（Earl Warren）
による，憲法違反の疑いが拭えない，舞台裏で反対派判事に行った膝詰めの説得工作であった事実
に触れたいと思います。全員一致の「ブラウン」判決という歴史的な判例変更は純粋な法律家よ
りも現実主義的政治家としての自己認識の強いウォレンであればこそ為し遂げられました［Kluger 
1975］。その反面，その一年後に下される，判決実行に関して「できるだけ慎重な速度で」という，
反動派を煽る結果を招いた「ブラウンⅡ」判決による後退と南部白人の「大衆的反抗」の高揚を招
いたのも同じ政治家出身の最高裁長官ウォレンによってでした。その一方でウォレンはこれ以降も
一連のリベラルな判例を出し続け，「ブラウン」判決時の原告側主任弁護士のサーグッド・マーシャ
ルを黒人初の最高裁判事に指名するのに尽力するなど，市民権運動の後押しに大いに貢献したのは
事実です［川島 2023a］。 

 3．地域闘争の連鎖的高揚と「第二次再建」の完結 

 （1）本来的なアファーマティヴ・アクションとしての「貧困との戦争」 
 　この章ではつい先ごろ連邦最高裁で違憲の判断が下された現行の「アファーマティヴ・アクショ
ン」に関する語られざる歴史的事実を再確認します。とかく「ばらまき」という批判がされがちな
ジョンソン政権による大規模な財政出動を伴う「偉大な社会」構想の一環としての「貧困との戦争」
は本来的にはアファーマティヴ・アクションとして位置付けられるべきであり，続く共和党のニク
ソン政権の「アファーマティヴ・アクション」は「小さな政府」の流れに沿う安価な政策で，問題
の本質的解決への政府による関与を欠く，大都市ゲットーで続く「暴動」を弾圧しつつ「ブラック・
パワー」とベトナム反戦のスローガンで高揚する急進的反政府傾向の沈静化を図る妥協的かつ戦略
的な政策であったという事実です［Yuill 2006］。 
 　「貧困との戦争」の開始に当たってジョンソン大統領は首都ワシントンに所在する黒人大学とし
て名高いハワード大学の卒業式で名誉法務博士の称号を授与された際に行った演説で，社会主義的
な言説とされる「結果の平等」の必要性を宣言して聴衆の喝采を浴びました。それより少し前のキ
ング牧師が主導してアラバマ州セルマで展開された投票権法の支持を掲げた抗議行動に呼応した演
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説で，市民権運動や反戦運動の集会で参加者が共に手を組んで歌唱することが通例とされていた「我
ら打ち勝たん（We Shall Overcome）」を演説の締めくくりの言葉として使用したことで，国民的な
感動をわき起こしました。このような情況下で 1世紀前に「法の下での平等保護」と市民権の差別
禁止を規定した憲法修正第 14条の実効化をようやく果たした前年の市民権法に続いて，投票権の
差別を禁じた修正 15条の実効化を意味する投票権法の成立を達成しただけでなく，福祉国家の完
成を目指す「貧困との戦争」の諸政策によって「結果の平等」を達成する決意を表明しました。 
 　後ほど統計グラフを示しつつ詳述しますが，確かに「貧困との戦争」の諸政策は短期間で効果を
生み，黒人のみならず国民レベルで貧困率の顕著な低下をもたらしましたが，「可能な限り貧困者
自身に参加させる」という参加型民主主義の実践例となった「貧困との戦争」は地元黒人社会の政
治的腐敗を誘引するものでもありました。これも後ほど詳述しますが，言わば不都合な真実を敢え
て暴露してくれた元活動家もいました［Watkins 2016; 付録 2：グラフ 1；付録 1：（5）①］。 

 （2）「アファーマティヴ・アクション」という名の「小さな政府」政策 
 　1968年という年は世界的に激動の一年でしたが，特にアメリカではそうでした。1月末にベトナ
ムで解放勢力の決死部隊が敢行した「テト攻勢」の後に戦勝の希望を断ち切られたジョンソン大
統領は 11月の選挙に不出馬を表明しました。後に詳述しますが，4月 4日にテネシー州メンフィ
スでキング牧師が暗殺され，6月 6日には有力大統領候補のロバート・F・ケネディ（Robert F. 
Kennedy）が銃撃を受け，翌未明に亡くなりました。8月の民主党全国大会では混乱の中で反戦派
の学生に受けの悪かったハンフリー（Herbert Humphrey）副大統領が候補指名を受け，多くの若
者たちが失望感に苛まれ，選挙をボイコットし，「法と秩序」を掲げる元副大統領リチャード・ニ
クソン（Richard M. Nixon）が僅差で大統領に選ばれました。こうして「激動の 60年代」は事実
上終わり，財政悪化に苦しむアメリカは「大きな政府」から「小さな政府」に舵を切ることになる
のです［川島 2018］。 
 　既述の如く，ニクソンが採用した，具体的には連邦公共事業関連労働者採用活動における黒人に
対する優先枠設定に端を発する所謂「アファーマティヴ・アクション」はほとんど付加的費用を要
しない「小さな政府」政策に類するものでした。やがてこの「アファーマティヴ・アクション」は
公立大学さらには有力私学や大学院の入学者選抜においても採用されることになります。白人男性
に対する「逆差別」をめぐって 1978年に最高裁が僅差で下した「バーキ」判決で，当初原告の医
学部入学が認められますが，「アファーマティヴ・アクション」は存続が認められました。ただし，
その理由付けは「過去の差別への補償」から「未来の多様な社会への準備」へと変更されました。
さらに 1987年の「ジョンソン」判決で，対象となる「少数派」に白人を含む「女性」が加えられ
ました［川島 2014：第 5章，第 7章］。 

 （3）シカゴの「犯罪多発地区」での衝撃的な出会い 
 　ここで 60年代半ばの「法の下での平等」の達成という勝利後のキング牧師の早すぎる晩年の闘
いについて触れます。彼は次なる闘争の地を北部大都市ゲットーに定め，シカゴの最貧地区で犯罪
多発の「危険地帯」として悪名が高いウェストサイドのノースローンデイル（North Lawndale）居
住区のアパートに住み込み，「非寛容的」と見なされていたエスニック系白人労働者居住区に連日「住
宅開放」を求めるデモ行進をかけますが，南部でも遭ったことのない暴力的反発を受け，顔面に負
傷し，事実上の撤退を余儀なくされます。ですが，彼の真摯な態度と気さくな人となりに直接触れ
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た地元の心ある若い世代の人々に大きな影響を及ぼしたのも事実です。その一人がリチャード・バー
ネット（Richard Burnett）氏でした。後ほど詳述しますが，地元の黒人新聞の記者でも同地区を訪
れることなく殺人事件についての記事を書くそうですが，そのようなゲットーの中でも最も危険と
されるノースローンデイルを二つの夏休みに訪れた本報告者は地元民から大歓迎を受けました。続
いてバーネット氏からは次のような忠告を受け，報告者はすんでのところで命の危険から身を守る
ことができました。それは「この地区で怖いのはギャングではありませんよ。彼らは金がないので
銃は持っていませんよ。せいぜいナイフです。至近距離に近づかなければ問題はありません。一番
怖いのは警察官です。彼らは怪しいと思うと自己防衛的にまず発砲してから身体検査をするのです。
運転中にパトカーが横付けで近づいてきたらそのまま知らん振りして運転し続けなさい。そのうち
目視の確認と共にレンタカー会社にナンバープレートの照介で貴方が日本の大学教員であることが
分かれば，すぐ遠ざかる筈です」という物騒な注意でした。こんな場面に出会ったら車の速度を上
げて逃亡しようなどと考えていましたが，間もなく出くわす実際の場面で本当に命拾いをしました。
後に BLMで問題化されることになる警官の問答無用の発砲はずっと以前からゲットーでは常識で
した［付録 1：（6）①］。 

 （4）ジム・クロウ廃止は「南部の北部化」をもたらしただけだったのか 
 　拙著の結論でも書きましたが，結局のところ市民権運動がもたらしたのは「南部の北部化」でした。
つまり「より巧妙な差別」でした。そのような傾向は，衰退する北部の「フロストベルト」ないし「ラ
ストベルト」から軍需産業を中心に経済的に興隆する南部の「サンベルト」への人口移動と相俟っ
て顕著になりますが，保守的な高学歴の新参者は「長い市民権運動」の成果，例えば「

バ ス ィ ン グ

バス通学」命令
による「人

インテグレーション

種共学」の実験の継続に反発します［Kawashima 1997］。1970年代後半以降の最高裁に
よる一連の逆転判決に結び付く提訴の原告は彼らでした。さらには「シェルビー郡」判決（2013年）
で市民権運動がもたらした最大の成果とされる投票権法も事実上かなり骨抜きとされました。こう
してキング牧師に率いられた各地の地元黒人民衆と全国の心ある人々の共闘でもたらされた「第二
次再建」は終焉を迎え，トランプ政権の誕生によって反動派による「第二次復権」の時代が本格化
しつつある今，判事の三分の二が保守化した連邦最高裁がその流れを牽引しています。まさにかつ
てアーサー・シュレジンジャーが指摘した「アメリカ史のサイクル」が実証されるかのような反動
化です［川島 2023a；Schlesinger 1986］。 

 4．オバマ政権の誕生と反動的草の根運動としての「第二次復権」 

 （1）バラク・オバマとの個人的な出会い 
 　ここでオバマ政権の誕生がもたらした負の側面，つまり反動的な草の根運動の組織化と高揚，さ
らには「第二次復権」の流れについてお話しします。後ほど写真をお見せしますが，シカゴ大学教
授時代にオバマを知っていたハーヴァード大学のウィリアム・ウィルソン（William Julius Wilson）
教授から紹介されて，まだほとんど無名時代のオバマと対話したのは 2002年 8月 30日で，彼は弁
護士をしながら州上院議員を務めていました。印象に残るのは「誰が最も手ごわい相手でしたか」
という問いに対する彼の「ブラック・パワー政治家です」という意外な回答でした。多分連邦下院
議員候補予備選挙で元ブラック・パンサー党員のボビー・ラッシュ（Bobby Rush）に敗北した経
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験を指しているのでしょうけど，かなり衝撃的な言葉でした。他に彼との対話で記憶に残るのは尋
常ならざるオーラと言うべき魅力と知性溢れる言動でした。さらには彼の父の国であるケニアを訪
れた際の部族争いという独立後の不都合な真実について彼が知った折のショックの大きさと多文化
主義的信念の深化でした。また「大学入学のためにハワイを後にしてカリフォルニアに上陸して初
めて自分が『黒人』であると知った」という事実も報告者にとっては衝撃でした。社会的構築物と
しての「人種」の根強さはアメリカ独特のものであると報告者は再認識させられた次第です。オバ
マ氏は当初の「30分だけ」という約束の時間を超えて倍の 1時間も付き合ってくれました［付録 1：
（6）②；川島 2003a］。 

 （2） 「大
マス・インカーセレーション

量 収 監」と「監
プリズン・インダストリ

獄産業」隆盛下で高まる「人
ポ ス ト レ イ シ ャ ル

種差別克服」時代への期待 
 　オバマ政権一期目の 2010年代初頭に学術書としては珍しくベストセラー化した書物にミシュエ
ル・アレグザンダーの『ニュー・ジム・クロウ』があります［Alexander 2012］。同書によって黒
人男性を主たるターゲットとした「大量収監」現象と公共事業化された「監獄ビジネス」の隆盛が
問題化しました。そのような警察強化の方針を打ち立てたのは 1990年代に二期 8年続いたクリン
トン政権でした。警察強化の方針は多発する犯罪取締りの事実上の例外とされてきた黒人ゲットー
の住民の多くが望んだ政策という側面もあったのですが，2000年代初頭のブッシュ（息子）政権
下で「麻薬取締り」の名の下に「大量収監」の政策が本格化しました。先にご紹介したシカゴのウェ
ストサイドのノースローンデイルでは街路を歩く黒人男性の 4人のうち 3人が刑務所帰りないし刑
務所に送られる犯罪者予備軍であるとされ，「監獄産業」が有望な公共事業として民営化されて隆
盛する時代を迎えたのです。クリントン政権が進めたのはアメリカの歴史的な多様性はアメリカの
弱点ではなく長所であり経済的繁栄の原動力だとする多文化主義の礼賛に基づく政策でした。1965
年の移民法改正で増加傾向にあった非白人系新移民がさらに増え，「過去の差別への補償」という
アファーマティヴ・アクションの当初目的は忘れ去られます［川島 2014：第 8章］。 
 　二期続いた「黒人初の大統領」の誕生は「ポストレイシャル・アメリカ」の声を高めました。報
告者は当時英語で書籍出版を画策して有名出版社の査読まで進めることができましたが，その折に
5名の査読者のうちの最も厳しい判定には「黒人が二期も大統領を務めるアメリカで人種差別に関
する書物は不要であり，売れるわけがない」という一文があったのを覚えています。そのような情
況下で放置され続けたのが「アンダークラス」と呼ばれる，職探しの意欲すら喪失し，失業率の分
母となる「労働力」からさえ抜け落ちたゲットーの最貧困層の増加でした。その後にトランプ政権
の誕生を支えたとされる「ラストベルト」の職を失った白人の下層民が「労働者階級」と呼ばれる
のと対比しますと，「白人失業者は求職中だが，黒人下層民は働く意欲を喪失している」という前
提に基づく偏見と差別の残存が拭えません。ついでに申しますと，アメリカ的文脈では主に高齢者
を対象とする「社会保障」は白人用とされ，貧困者，特に母子家庭を対象とする「社会福祉」は黒
人ゲットー住民用であるとして「人種」で区別して婉曲語法的に使用される傾向が否めません［川
島 2015］。 

 （3）「茶
ティー・パーティ

会」運動の拡大浸透からトランプ政権の誕生へ 
 　繰り返しになりますが，オバマ政権の誕生は反動派の結束を刺激します。当初は郊外からさらに
奥地へと引きこもった中高年の白人を中心とする文字通りの「茶会」の穏健な定期的催しが運動の
中心でしたが，トランプ政権の誕生と共に，あからさまな白人至上主義を掲げる過激な武装集団で
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ある民兵組織が次第に目立つようになります。その結果として民主党のバイデン（Joe Biden）候
補（当時）の勝利を否定する 2021年 1月 6日の衝撃的な連邦議会武装襲撃事件が起こるのです。
まさに 1910年代における革新主義の隆盛後の 1920年代に主に南部以外で第二次 KKKが隆盛した
事実に象徴される反動的動きが表面化した歴史が繰り返されたのです。それは BLM運動の世界的
支持に裏打ちされた高揚によるバイデン政権の誕生後も死滅したわけではなく，リンダ・ゴードン
が極めて悲観的に予見した如く，第二次 KKKの隆盛を模範としたナチズムが初期において弾圧さ
れた後に再生強化されたように，アメリカで起こると懸念される反動的揺り戻しと内戦の連鎖が世
界に波及し人類は破滅の淵に向かうかもしれません［Gordon 2017］。 

 （4）「ウォール街占拠」運動の世界的な拡散高揚とオバマ政権による弾圧 
 　オバマ政権のより本質的な負の側面にも触れる必要があります。それはおそらく聴衆の皆さんの
記憶にも残っているであろう 2011年秋に突如「99％の人々の声」を代弁して起こり，世界各地に
も波及した「ウォール街占拠」運動がなぜ瞬く間に沈静化したのか，という疑問です。本報告者は
その原因の一端を，翌年に再選の選挙を控えたオバマ政権による断固とした弾圧にあったと推測
しております。国家財源の大規模投入による金融制度の再生を一応達成したオバマ政権は既に財界
からの支持の根拠を失っており，再選は相当難しくなっていました。詳述は避けますが，2012年
秋の選挙ではアメリカ主要各紙の予定原稿は「ミット・ロムニー（William Mitt Romney）の勝利」
を前提に準備されており，オバマ再選の予測が明確化するにつれ，記者たちは慌てて別原稿を執筆
したそうです［川島 2018］。 

 （5） 非白人移民の急増下での「第二次ロス暴動」と「模
モデル・マイノリティ

範的少数派」の礼賛 
 　「長い市民権運動」の時代の終焉以降に顕著になるのが非白人系新移民の急増です。今やアメリ
カの外国生まれ人口は 4800万人と推定され，彼らの第二世代の被扶養若年人口を加えれば 6500万
人で，総人口 3億 3000万人の約 2割を占めます。「模範的少数派」と持て囃されるアジア系移民で
すが，日本で医師をしていて芽が出ず，2年程前に意を決して渡米して現在オハイオ州のクリーヴ
ランド・クリニックで医師ではなく研究者として驚くほど低賃金で雇われて働く報告者の長男夫婦
の現状を見ますと，アメリカが歴史的に意欲溢れる能力の高い世界中の優秀な労働人材を集めては
低賃金で搾取し続けて好景気を維持してきたという独立以来の長期的傾向は終わるどころか強化さ
れている現状を実感します。グローバル化が促進した非白人系移民が白人労働者階級を圧迫する事
実は否定し難いのですが，「第二次ロス暴動」（1992年 4月 29日～ 5月 4日）における韓国系商店
主と黒人住民との銃撃戦に象徴されるように，非白人系新移民が大都市ゲットー黒人下層民との対
立情況の最前線に追い込まれている現状は，かつて前世紀初頭のゲットー形成期以来「新移民」と
呼ばれた東欧ユダヤ系が同じくゲットーの商店主になって「暴徒」の略奪のターゲットとされてき
た事実の繰り返しにすぎないとも言えます。この意味でも「歴史は繰り返す」と言えます。このよ
うな歴史的文脈への深い理解を欠いていると疑われる直近のアファーマティヴ・アクション違憲訴
訟の原告団にアジア系若年世代が加わった事実を前に，報告者は極めて深い憂慮を禁じえません。
彼らは「弱い者同士」が闘わされる歴史的構造の維持に動員され，長期的には自己利益も損なう結
果を自ら招いているのです［川島 2014：第 6章］。 
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 5．市民権運動の時代以降における「人
インテグレーション

種統合」の意味の変遷 

 （1）「ブラウン」裁判原告団の黒人の親たちが当初求めたのは何か 
 　ここで「人種統合」の意味の変化について言及します。そもそも「長い市民権運動」の歴史の転
換点となった「ブラウン」判決をもたらすことになる原告団を構成した黒人の親たちが当初求めた
のは「人種隔離教育の廃止」という革命的な変化というよりも，1896年に連邦最高裁が「プレッシー」
判決で命じた「平等な分離」という，あくまでも現状の改善でした。ただし，長年の失望の蓄積によっ
て，白人との「人種統合」を求めない限り教育の質的な改善は得られない，黒人の子どもをよい設
備と優秀な教員が集中する白人学校に通わせるだけでなく，白人の子どもを「人質」として劣悪な
黒人学校に通わせる「

バ ス ィ ン グ

バス通学」命令による学区内の全学校の「人種割合の均衡化」を実行させる
ことでしか当初目標の実現は図れないことを経験的に知っていたからです。その結果は大都市中心
部からの「白人の逃亡」であり，結局のところ大都市中心部のほぼ全ての公立学校が黒人その他の
少数派生徒のみとなり，郊外に所在する白人のみの学校との間での学区を超えた「

バ ス ィ ン グ

バス通学」命令
は僅差で違憲とされ，自治体の枠を超えた大都圏レベルで「人種」の住み分けが進行します。今日
のグローバル化と大都市中心部の再開発の波で高学歴の白人若年世帯の都心部回帰傾向が見られま
すが，鍵付きゲートで囲まれた都心部の高級化住宅団地に閉じ籠る「ジェントリー」がどこまでゲッ
トーの問題を共有できるか，見通しはそれほど明るくありません［川島 2021b］。 
 　そのような中で「人種統合」の再定義がなされつつあります。それは生徒や先生の「人種割合の
均衡」から「教育の質の保障」の実現，端的に言えば「教育困難地区」学校への傾斜予算配分，つ
まりは教育予算のアファーマティヴ・アクションの要求です。ただし，財政面でも地方自治の伝統
が強く残るアメリカで財政破綻の危機にさらされつつある大都市圏中心部自治体でどこまで実現可
能か，楽観はできないと言わざるを得ません［Johnson 2019］。 

 （2）最晩年のキング牧師における主張の変化の真意 
 　ここで再び三十代後半で早すぎる晩年を迎えたキング牧師に焦点を当てます。彼の主張が「人種
平等」から「経済的正義」に移行した事実の解釈について考察します。報告者を含めた市民権運動
史家の従来の一般的な理解では，この変化をキング牧師率いる市民権運動主流派における階級闘争
志向の急進化を象徴するものと見なされてきましたが，報告者には逆に理想主義から現実主義への
方針転換であったように思われます。つまりシカゴでの「住宅開放」の闘争に敗れ，幻滅し，むし
ろ既述のリチャード・バーネット氏のように，ゲットーそれ自体の改善努力を目指すために，住宅
や教育といった環境改善のための予算の傾斜配分や就業保障といった，より現実的な改善要求への
舵の切り替えです。キング牧師の「最後の聖戦」の端緒となる筈だったメンフィスの清掃労働者に
よるスト支援の最中に彼は暗殺されるのですが，この「貧者の行進」の目標は「経済的正義」要求，
つまり経済面での「統合」であり，必ずしも居住区や教室内の「人種統合」ではなかったのです。
それはある意味で，高揚する「ブラック・パワー」のスローガンと軌を一にする運動目標の現実的
修正でもありました［Honey 2007］。 
 　上述のようなキング牧師における「人種統合」の意味の変化は運動目標の急進化というよりも，
かなりの程度において現実主義への路線変更であったのですが，それを実現するために不可欠な「人
種」を超えた政治的な連帯を達成する努力の最中にキング牧師，そして続いて彼と歩調を合わせて
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ベトナムからの撤退と貧困対策の強化を表明していた有力大統領候補のロバート・ケネディが相次
いで殺され，最後の首都ワシントンまでも巻き込んだ「暴力の季節」は戒厳令の下で出動した連邦
軍による暴力的鎮圧で幕を下ろされ，「貧者の行進」を象徴した「復活の都市」と名付けられた抗
議活動参加者のキャンプ村も惨めにもブルドーザーで破壊され，民主党大会では現職のハンフリー
副大統領が候補指名を受けて運動を支えてきた若者たちの多くは失望し，投票ボイコットが叫ばれ
ました。丁度トランプ政権が誕生した 2017年の 7月に，かつて全共闘世代のバイブルの一つとさ
れた『いちご白書』［Kunen 1969］の原作者であるジェームズ・クネン（James Kunen）氏が名古
屋市立大学で講演した時に，自分の息子さんがかつての父親と同じく 2016年秋の選挙での「絶望」
を語り，選挙のボイコットを叫んで結果的に反動的な政権を生んでしまった折に，1968年の選挙
における自身のボイコットの誤りに気づいたが，既に手遅れだったという後悔に満ちた「歴史は繰
り返す」という感慨深いお話をお聞きしました。報告者が思うに，BLM運動の高揚とトランプ再
選阻止の背景にはこのような反省があったのではないでしょうか。 

 （3）誰が「60年代」の一番の勝利者／受益者なのか 
 　ところで「激動の 60年代」の受益者は誰だったのでしょうか。黒人の上流階級という言う意見
があります。また例えば若手大学教員の新採用の多くが白人女性であるばかりか，アファーマティ
ヴ・アクションの適用外だったウェイトレスの大半も従来と同様に白人女性のままです。冒頭で触
れた黒人女性政治家の活躍も含めかなりの程度において「人種」を超えて女性が恩恵を受ける傾向
が目立つのは事実です。その一方で，非白人系の専門職者においても同等レベルの白人と比較した
所得格差は解消されず，先に触れた報告者の長男夫婦の事例のように，就労ヴィザや医師免許の取
得に壁を設けて優秀で従順な外国人労働力を安価に雇用しながら一番うまく利用しているのは有力
投資ファンドであり，彼らはゲットー住民を食い物にしたサブプライム・ローンで大儲けし，その
破綻の後始末も「黒人初の大統領」の下で連邦予算によってなされたのですから，やはり資本家が
一番の受益者というべきであろうと思います。「ウォール街占拠」運動の高揚と世界的波及で一時
的に危機を迎えた彼らを救ったのもオバマ政権であったのは何とも皮肉です［川島 2018］。 
 　しかしながら，このような世界資本主義体制の批判は簡単ではありません。間もなく報告者も仲
間入りする年金生活者や介護保険などの高齢者用基金もそのような大手投資ファンドの大儲けのお
零れに預かっており，この資本主義という構造をただ闇雲に破壊することを政治的な連帯の中心目
標に据えるのは非現実的です。不屈の闘志を堅持して地道で粘り強く現状の改革と改善を重ねなが
ら，日常的レベルで国際的な連帯の輪を広げることを図るのが唯一の選択肢です。 

 （4） ボストンでの「
バ ス ィ ン グ

バス通学」命令論争現地調査で気づいた日本人研究者の貢献可能性 
 　この章の最後に 30年近く前のボストンでの「

バ ス ィ ン グ

バス通学」命令に関わる現地滞在研究の経験を通
した，日本人研究者としての弱点と利点，そして貢献の可能性について触れます。日本人研究者が
言わば「アメリカの恥部」と言うべき「人種」に関わる現地調査，とりわけインタビューをする際
には，「被害者」と「加害者」の双方からかなりの抵抗に遭うことを覚悟する必要があります。「日
本にだって研究すべき課題があるだろう」というような反発の言葉を何度も浴びせられました。そ
の度に報告者は「日本人にとって日本の問題は当事者なので，完全に中立的になり難いので，ぜひ
日本に来て頂いて日本のことを研究して下さい。その際は応援しますので，今回は私にご協力下さ
い」と答えることにしました。互恵的意識が強いアメリカでこの屁理屈はある程度功を奏しました
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［Kawashima 1997; 川島 2015］。 
 　さらには後で詳述しますが，お話を伺ううちに従来語られてこなかった，隠された真実に類する
事実について進んで語って頂ける機会にも何度か巡り合うことができました。それと同時に，当事
者にとって不都合な真実に類する事実の吐露が連鎖的に帰結する責任についても次第に自覚される
ようになりました。それは年老いた当事者たちの遺言のような，重みのある言葉であり，歴史家と
して後世に伝える義務を強いられるような威力もありました。今ようやく報告者はそのような責任
を果たす機会を得たという思いがしております。 

 6．「被害者」強調の自画像を抜け出して政治的な連帯志向へ 

 （1）「アイデンティティ」を超えた「共通利益」の模索へ 
 　最後に報告者自身の遺言めいた教訓を語らせて下さい。少々問題ありと思われかねませんが，敢
えて言及する次第です。著名な文化史家で評価の高い『ポストエスニック・アメリカ』の著者であ
るデイヴィッド・ホリンガーは，オバマ政権の誕生で浮き立つリベラル派が声高に叫ぶ「ポストレ
イシャル・アメリカの到来」というアメリカの「人種」をめぐる楽観論に満ちた時代の雰囲気に抗
い，戒めるように，少数派諸集団の分断化に結び付くことが多々あり，自身で変え難い生得的な出
自に基づく「アイデンティティ」の政治にまつわる呪縛から真に解き放たれる術として，経済的な
共通利益を中心とした「連帯」の根拠の模索とその実現こそが真の「ポストエスニック」ないし「ポ
ストレイシャル」の立脚点であると強調しています。とりわけ黒人や日系人のように，歴史的に法
律の強制を伴った差別の被害者の子孫が抱え続ける問題の解決を，1965年以降の非白人系の新た
な移民集団の言う「アイデンティティの尊重」を超えた国家的課題として位置付けるべきであると
強調されます［Hollinger 2000; Hollinger 2011］。 
 　推移する政治・経済・社会情況のうちでもとりわけ看過しえないのは，韓国系社会学者のジェニ
ファー・リーが見出した，新たな政治的対立軸として，従来の「白人」対「非白人」に代わって，「黒人」
対「非黒人」という分断の軸が政治と社会の両分野で生み出されつつあるという指摘です。2040
年代半ばには白人がアメリカで史上初めて多数派の地位を追われることが確実視されています。個
人的に勝手な解釈をすれば，かつての欧州系の「新移民」をやがて「白人」という新たな括りで旧
来の主流派が新たな多数派工作を図ったように，「アンダークラス」や「監獄ビジネス」の犠牲者
を不釣り合いに多く含むアフリカ系アメリカ人を「過剰な既得権者」とする一方で，一部の黒い肌
の新移民を含む「模範的少数派」の称賛を伴った「非黒人」という新たな括りに基づく 21世紀版
の多数派形成工作が現在進行しているというわけです。主に人為的な「出自に基づくアイデンティ
ティ」の創出の政治と軌を一にした多様性の礼賛傾向に対して，主に経済分野における共通の利害
の気づきに基づいて，より住みやすく，より安心して生活できる未来社会を目指す革新主義的伝統
に即した連帯志向の政治連合の形成を呼びかける先のホリンガーの提起を真剣に再考すべきではな
いかと思う次第です［Lee ＆ Bean 2010］。 

 （2）初期アメリカ経済の自
テ イ ク オ フ

力発展に貢献した奴隷制と偏見の歴史性 
　オバマが「最も手ごわい相手」と吐露した排他的傾向を否めない「ブラック・パワー」の思想を
受け継ぐ黒人政治家主流派には問題がないと言えるのでしょうか。報告者が取り上げるのは 4年前
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に公表され称賛の一方で物議も醸した「1619年プロジェクト」です［Hanna-Jones 2021］。ここで
はその意義を踏まえつつも，看過しえない問題性についても勇気をもって指摘したいと思います。
メイフラワー号の到着の 1年前に奴隷としてヴァージニアに上陸した黒人たちに始まる彼ら彼女ら
の苦難の歴史を思い起こすことの重要性に関しては今更言を俟ちませんが，同時に「被害者」とし
ての側面を専ら強調するこのプロジェクトが実質的に無視する，「人種」が社会的に十分に構築さ
れる以前の植民地初期ヴァージニアの歴史に関してエドモンド・モーガンが掘り起こした「ベーコ
ンの反乱」（1676年）で見られた当初からの階級的な下層民による連帯の試みの歴史について，全
否定する以前にそもそもそのような事実を眼中に置かないという態度がもたらす一種の政治性を否
定し難い傾向の問題性について報告者は看過しえません。多くの歴史家の賛同を得たホールによる
「長い市民権運動」の提起で強調されるのも，戦後冷戦下で開花する素朴な人権思想に裏打ちされ
た労働の場を主とする「人種」を超えた経済的な共通利害に基づく階級的連帯の試みの歴史を掘起
こすことです。かつての南部人民党による「ポピュリズム」は「第一次再建」の時代の閉幕とジム・
クロウの時代の開幕を画した一方で，「第二次再建」はまさにこのような「長い市民権運動」によ
る階級的連帯がもたらした成果なのです。またトランピズムの高揚で表面化した，既述の白人優越
主義というとりわけ南部の「経路依存症」ですが，私見によればそれが堅固に確立されるのは奴隷
制下ではなく，むしろ 19世紀末から 20世紀初頭にかけての黒人に対する隔離と選挙権剥奪という
差別体制の成立，さらには白人女性を「被害者」とする一方で黒人男性を「加害者」として標的に
した，大衆娯楽化された定期的な見世物的リンチの横行が制度化する前世紀初頭以降の比較的に現
代に近い時期です。それは自然発生したというよりも，「人種」を超えた階級連帯を志向した人民
党の政治運動が弾圧される過程で「ブルボン階級」による，中下層白人への締め付けと妥協の両面
を含む，極めて意図的な政治の産物です。これが現在の南部における白人至上主義的な「経路依存
症」をもたらしている初期設定であり，それはかつて第二次 KKKによって当時「新移民」排斥に
揺れる北部や西海岸諸州にも波及したのであり，トランピズムの隆盛で今また全国化しているので
す［中野 2023；Morgan 1975; 加藤 2023］。

 （3）「貢献」の相互承認による「被害」を競い合う種
トライバリズム

族主義の克服の可能性 
 　黒人が歴史的な「被害」を強調するのは当然のこととして理解しうるのですが，ニクソン政権以
降半世紀以上続けられた「アファーマティヴ・アクション」が呼び起こした所謂「逆差別」による
「被害者」という自画像を白人男性のみならずアジア系によっても共有されつつあるという昨今の
事態は極めて憂慮すべき現象です。一時期話題となったハーヴァード大学法科大学院のチャールズ・
オーグルトゥリー（Charles A. Ogletree）教授が中心となって進められた奴隷制の賠償請求運動も
停滞を余儀なくされ，とりわけ彼が主張した最大の被害者のままであり続ける「アンダークラス」
の救済による「社会的修復」としての賠償（reparation）を求める提案は大変に理にかなっており，
説得的でもありますが，オバマ政権下にあっても全く顧みられませんでした。むしろ後ほど詳述す
るように，奴隷制が果たした初期アメリカの発展の基礎固めにおける貢献の度合い（≒相互依存性）
を強調する歴史的文脈を提示する方が「アイデンティティ」を超えた裾野の広い連帯の政治の構築
にとってより可能性が高いと思います［川島 2014a；Beckert 2014; 付録 2：グラフ 2，グラフ 3］。 

 （4）「開かれた相互依存主義」と自立権の保障に向けて 
 　前項に関連して，二大政党制の下で最大の対立軸となる「政府の責任」と「自己責任」をめぐる
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論争に関して私見を申し上げます。報告者は，本来的には少なくとも全ての歴史的被害者において
も最終段階での「自助努力」の不可避性は否定し難いのではないか，と経験的に思っております。
この意味において，本来的に基本的には自己責任こそが社会の原則であることは否定し難いと確信
します。また「普遍的人権」には「自立（≒開かれた依存関係を樹立）する権利」も含まれている
と考えられます。問題は様々な所与としての条件や事情から自己責任を実行し難い，ないし自立を
阻まれている人が多く存在しているという現実があることです。このような現実を踏まえ，政府を
含めた共同体の責任とは普遍的自立権を全ての人に保障するということではないでしょうか。アメ
リカにおける「長い市民権運動」とその後の混迷の歴史を顧みることで，このような「自立保障」（≒
広く人々に開かれた依存関係を確立できるように公的／民間機関が援助する）をキーワードとする
新たな人権観の模索が望まれていると同時に，これまで以上に世界規模での基本的人権擁護原則浸
透の推進役にアメリカがなり続けるために我が国が積極的に支援するという意味での，既述のアン
トニオ・ネグリが言うところの「反米主義から親米主義への転換」の必要性を確信するに至った次
第です［佐藤 2023；井筒 2022；「新しい民主主義へ」2012］。 

 おわりに ― 超大国アメリカの世界的覇権衰退期に抱く個人的感慨 

 （1） A
オール・ライヴズ・マター

L M ではなく B
ブラック・ライヴズ・マター

L M が「人種」を超えてアメリカ人の心に届いた理由 
 　一見してより道徳的に正しい ALMではなく，BLMがより多くのアメリカ人の心に届き，公開
処刑の執行人のような白人警官による黒人中年男性の殺害場面の動画を含む SNSによる拡散の効
果で世界規模で支持の枠の広がりが瞬時に見られ，それは排外主義的な前政権の少なくとも一時的
な後退をもたらしました。ところがロシアによる信じ難いウクライナ侵略戦争の長期化と莫大な支
援へのアメリカの国民的疲労感が高まる中で，反動的で利己的な前大統領の再出馬を支援する勢力
が勢いを増しています。仮に好ましい世界秩序の回復に尽力し続ける候補が当選したとしても，も
し前回選挙後の反動的熱狂の再現が起これば，アメリカは「第二の内戦」の危機にさらされるかも
しれません。バーバラ・ウォルターズが指摘するように，それはかつての南北戦争のような地域的
なものとは異なった，より複雑で連邦政府による鎮圧的対応がほとんど不可能な，各地で同時に起
こる国民的な分断を伴う武力蜂起になることが危惧されています。アメリカの覇権の崩壊は単なる
アメリカ帝国主義の終わりでは済まされない混乱と破壊を世界的に，そしてこの太平洋の西岸地域
にも連鎖的にもたらすでしょう［川島 2021a；Walters 2022］。 

 （2）「被害」強調戦略から「貢献」強調による階級的な連帯を復活させる戦略へ 
 　先にも触れた「被害者」意識強調戦略から「貢献度」の競争への転換を提案する上で裏付けとなる，
奴隷制がもたらした初期アメリカの発展への貢献という事実に関しては後ほどまとめて歴史統計的
グラフと共に詳述します。先に確認したように，「長い市民権運動」史観や多文化主義的な「承認」
を要求する運動と「再配分」を求める階級闘争をめぐる論争の根幹にある看過しえない勇気づけら
れる歴史的事例は「世界の 99％の人々による連帯」を主張して瞬く間にグローバル化した「ウォー
ル街占拠」運動です。それは確かにオバマ再選のために犠牲とされて瞬時に鎮圧されたのですが，
このような階級的連帯意識を地道に醸成することこそが「第三次再建」につながる確実な道であろ
うと確信する次第です［付録 2：グラフ 2，グラフ 3；川島 2018］。 
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 （3）「第三次再建」を展望する前提となる三つの新現象への対応 
 　本報告の締めくくりとして「第三次再建」の展望について述べます。ミシガン大学法科大学院の
リチャード・プリマス教授の指摘によれば「第二次再建」の遂行を可能とした第二次世界大戦と冷
戦という時代背景と比べた現状との大きな違いは，次のような三つの前提の変化であるとされてい
ます。第一にジェンダーと LGBT＆ Qに関わる承認要求政治の世界的な高まりで，第二にグロー
バル化の副産物としての世界的な経済的格差の拡大傾向，そして第三に非白人系移民の急増に伴っ
て揺らいだ「人種」の定義とそれに基づく従来の「アファーマティヴ・アクション」に対する違憲
判決による「人種に基づく優遇策」の行き詰まりの三つです。要するに「多様性の承認」か，それ
とも「格差是正の再配分」か，をめぐる政治哲学者の論争が象徴する時代背景の変化と重なります。
この問題は簡単には解き難いのですが，トランピズムの高揚を支える「反動派」と一括りにされる
諸勢力を構成するのがどのような人々なのかを再確認することで手がかりが得られるかもしれませ
ん［Primus 2016］。 

 （4）市民権運動の時代以降に顕在化するアメリカ的覇権衰退の二面性 
　やや誤解を招くかもしれませんが，先に紹介したアントニオ・ネグリによる「反米」から「親
米」への転換の勧めに報告者は大いに共感を覚えます。丁度一年後に本選挙を迎える大統領選挙へ
向けて，従来のアメリカではあり得なかったほどの物議を醸しながら人気を高めて復活しそうな勢
いを見せている前大統領が掲げる「アメリカ第一主義」は，経済的二極化の犠牲者と自己認識する
白人労働者階級の苦境を軽視してきた一方でマイノリティ諸集団を「不当に擁護してきた」とされ
るエリート層への不満を燻ぶらせていた「ラストベルト」の白人労働者階級の怒りに火をつけ，彼
ら彼女らの不満が内包していた「市民権運動時代のアメリカ」が不十分ながら達成したものへの批
判と結び付け，1960年代後半に高揚した先例を上回るような排外主義的分断を国民に煽っていま
す［Hochschild 2016; Vance 2016］。「文革世代」の末席に連なる 1955年生まれの報告者にとって「ア
メリカ帝国主義」と同義の「アメリカの世界覇権」の衰退はかつてなら歓迎すべきなのかもしれま
せんが，第三次世界大戦への危惧が現実化しつつある悪夢のような現在の世界情勢を出

しゅったい

来させたの
がアメリカの覇権の衰退である事実を看過できません。裏を返えせば「市民権運動時代のアメリカ」
が実現したのはアメリカ的覇権の絶頂期でした。末尾に付した大恐慌下の 1930年代から二度目の
世界戦争を経て確立されるアメリカの覇権が 70年代以降に衰微して現在に至るまでの前年比経済
成長率と失業率の反相関関係を示すグラフを見れば，大恐慌を本格的に抜け出すためにはリベラル
なニューディール政策では不十分で，二度目の世界戦争による大規模な軍事支出が必要であり，戦
後の持続的好景気が朝鮮半島やインドシナ半島での大規模な戦争の下で続き，それは持続的な高度
成長をもたらし，「市民権運動の時代」をもたらす前提を作ったのです。アメリカ的覇権の確立と
持続の努力には二面性があることを認めねばなりません。確かに「好戦の共和国」と批判されても
仕方のない忌むべき帝国主義的側面がもたらされただけでなく，その膨大な軍事支出と表裏の持続
的高度成長経済こそが，広く市民に理想実現への期待と自信を抱かせ，大規模な財政支出による貧
困対策を伴う「市民権運動の時代」をもたらしたのです［油井 2008；Patterson 1996］。その達成
が不十分であったのは事実ですが，トランピズムの高揚下でそれすら全否定されるに至る現在まで
の「長い反動化」と言うべき時代がアメリカの覇権の衰退期と重なり，「世界の警察官」として世
界戦争に至る危険性のある軍事的な現状変更をもくろむ意図を未然または小規模に防いだのも事実
であり，「民

ミリシア

兵」の伝統に見られる「好戦性」が，2021年 1月 6日の連邦議会襲撃事件に見られた
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ように，リベラル派やマイノリティなど「内部の敵」に向かいかねない現実を眼前にするとき，ア
ントニオ・ネグリが勧める「親米主義」の真意を，アメリカ的覇権の好ましき側面の復活を促す
ことにあると理解すれば，大いにネグリの「親米主義」に共鳴しうるのです［Hardt ＆ Negri 2001; 
Piketty 2014; 「新しい民主主義へ」2012；付録 2グラフ 1；中野 2024］。

 （5）言葉を超えた音楽がもたらす共感の醸成への極めて個人的経験 
 　最後に外国地域研究で不可欠な対象地域の文化や歴史を研究者自身が内面化する努力において，
ご参考になると思われる報告者自身によるアメリカ大衆音楽に関する極めて個人的な経験につい
て，拙いギター演奏も交えつつお話させて下さい［川島 2019］。ひとまずここまでのご清聴に感謝
します  3）。 
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 付録 1：現地調査の思い出 

 （1）ボストン「
バ ス ィ ン グ

バス通学」命令論争 
 ① Arthur Wendell Garrity, Jr., Boston, MA, January 9, 1996 

 ★ 1974年 6月 24日の評判に評判の悪いボストン市教委に対
して「

バ ス ィ ン グ

バス通学」命令判決を下した連邦地裁判事である彼に
直接インタビューできたのは本報告者が獲得した「フルブラ
イト若手研究員」の地位と称号のおかげであった。ギャリ
ティ判事（1920 ― 1999）は「今から振り返って言い残したい
反省点や文句など」を訪ねた際に，「憲法上，自ら下した判
決への論評は退職後も禁じられているのだが」と前置きしつ

つ，「最高裁がブラウン判決に即した隔離廃絶実行命令を，僅かな事務員しかいない地裁判事に全
権委任したのは何とも不首尾だった」と，「リベラルな最高裁長官」として歴史的評価の高いアー
ル・ウォレンを手厳しく批判したのが印象的だった。彼の執務室の壁に JFK（ジョン・F・ケネディ）
と RFK（ロバート・F・ケネディ）の写真が飾ってあることは，彼を含めたアイルランド系移民の
気概を示している。判事は「二人は私の永遠のアイドルである」と断言したことを本報告者は今で
も鮮明に覚えている。 

 ② Robert Cordell Wood, Boston, MA, March 24, 1996 
 ★ロバート・コーデル・ウッド氏（1923 ― 2005）は1960年代後半にHUD（住
宅都市開発省）次官（1965 ― 69，最後は同省長官）として LBJ（リンドン・
B・ジョンソン）の「貧困との戦争」の最前線に立ち，ニクソン政権初
期には同省長官も務め，その後に長らくMIT（マサチュセッツ工科大学）
の教授も務めた，典型的な南部出身の冷戦リベラル派である。ボスト
ンの「

バ ス ィ ン グ

バス通学」命令をめぐる紛争に関する聞き取り調査を続行中の
本報告者に対し，彼は日本人の書による掛け軸を掲げた別室に来るよ
うに誘い，第二世界大戦従軍中の私的なある「決断」について語った。
それは 1944年のノルマンディー上陸戦後のドイツ国防軍との熾烈な戦
いの山場であるバルジの戦いで日系部隊に命を救われた経験であった。
それを契機に，ミズーリ州セントルイス生まれの彼は「人種」隔離廃

絶を誓った。その直前に多大な犠牲を払って日系第 442大隊に助けられたテキサス大隊の話を知る，
後に大統領としてウッド氏を閣僚に抜擢した LBJもおそらく同じ思いを抱いていたものと推察さ
れる。 
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 （2）リトルロック学校危機 
 ① Elizabeth Ann Eckford, Little Rock, AR, August 23, 2002 

 ★アーカンソー州リトルロック市にある名門セントラル高校
の約 2000人の生徒の中に僅か 9名の黒人生徒の入学命令に
抗議して 1957年 9月 4日の新学期初日にエリザベス・エッ
クフォード氏（1941生）は自宅に電話がないために自宅待
機の連絡がいかず，ただ一人登校し，数千名の白人暴徒に囲
まれた。インタビュー当時州裁判所で保護観察官を務める彼

女はその時の場面に話が及ぶと突然泣き叫び始め，隣の部屋から銃を手にした警護官が乱入し，本
報告者は危うく射殺されるところだった。 

 ②Minnijean Brown-Trickey, Albany, AR, August 24, 2002 
 ★訪問当時国立公園史跡となっていたセントラル高校前のガ
ソリン・スタンドでナショナル・パーク・レインジャーを務
めていた彼女のお嬢さんのスピリット・トリッキー（Spirit 
Trickey）氏と幸運にも出会い，勇敢にもカフェテリアで暴
言を吐いた白人男子生徒の頭にチリスープをかけて 9名の黒
人生徒中ただ一人退学処分となった伝説のヒロインであるミ
ニジーン・ブラウン氏（1941生）を紹介された。彼女はそ

の後カナダで修士号を取得し，クリントン政権下で連邦内務省労働力多様性担当次官代理に指名さ
れて帰国した。お嬢さんのスピリットとの出会いは偶然であり，本報告者は天にも昇るかのような
幸運に酔いしれた。退学処分後のミニジーンの人生が彼女の努力と幸運によって真っ当であった事
実は，社会運動史家にとって心強い事例の提供であった。 

 ③ Jerry Franklin Dhonau, Little Rock, AR, August 21, 2002 
 ★地元有力紙『アーカンソー・ガゼット』の敏腕記者だった
ジェリー・ドナウ氏（1934 ― 2018）は，その後にアーカンソー
大学の教員も務めた，物静かで客観報道に徹する姿を彷彿さ
せる学者肌の人物であった。このような人材が地方にあふれ
るほど存在するアメリカ民主主義の底力を感じずにはいられ
なかった。彼は 1952年にセントラル高校を卒業後に市内の
短大とアーカンソー大を経てコロンビア大学ジャーナリズム

大学院を修了し，地元有力紙の記者となった。高校生の頃から『ガゼット』紙のスポーツ面に寄稿
していたが，1957年 9月 4日に起こったセントラル高校前に数千人の白人群衆が暴徒化したこと
が象徴する「リトルロック学校危機事件」の一部始終も取材し，市内版編集者として事件の「悪役」
であるオーヴァル・フォーバス州知事にも取材したという。事件の一番の責任者は誰かとの問いへ
の答えは「明らかに州知事である」と明快だった。事件中沈黙した地元選出のフルブライト（James 
William Fulbright）上院議員への敏腕記者の批判も忘れられない。 
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 ④ Ron Hughes, Little Rock, AR, August 23, 2002 
 ★一連の騒動の中で学校閉鎖後を経て「人種統合」の下で再
開校されたセントラル高校に 1959年に入学したロン・ヒュー
ズ氏は生徒自治会のクラス代表に選出された。彼の「学校危
機」の印象は何といっても市内中心部居住区の白人の大人た
ちが皆「街

ブロックバスティング

区破壊商法」を恐れていたことだった。悪徳不動
産業者に雇われた障がい者（を装う？）黒人がまず居住区に
迷い込んだふりをして訪れ，その後に不動産業者が狙いを定

めた住宅所有者の自宅を買い叩き，その後に富裕な黒人に不当に高く売りつけるという，「人種」
にまつわる偏見を煽って不当に儲ける悪徳商法である。加えて，1957年 9月 4日の暴動に際しては，
参加者の一部に州外からの白人過激派が含まれていたことは自動車のナンバープレートから明らか
だったという。彼の話でもう一つ特筆すべきは，彼が本報告者も愛するブルース・ギタリストとし
て名高いマディー・ウォーターの愛好家という事実である。 

 （3）オールバニー闘争 
 ①旧Mt. Zion教会 , Albany, GA, August 11, 2001 

 ★ 1955年末から 1年続いたモンゴメリー・バスボイコット
の勝利後に「リトルロック学校危機」が象徴する南部白人民
衆による広範な「大衆的反抗」で南部各地の地域的な差別
撤廃闘争は停滞を強いられた。それを打ち破ったのは 1960
年 2月 1日にノースカロライナ州グリーンズボロで 4名の黒
人学生が始めたジム・クロウ施設への「座り込み」闘争で
SNCC（学生非暴力調整委員会）が創設され，翌年春に「自

由乗車運動」を主導した CORE（人種平等会議）と共に非暴力直接行動を開始した。出遅れた感が
否めないキング牧師と SCLC（南部キリスト教指導者会議）は綿花畑とピーナッツ畑が広がる女＾
時亜州南西部の小都市オールバニーを地域闘争の拠点に選ぶが，翌年末までに挫折し，撤退を余儀
なくされた。SCLC（南部キリスト教指導者会議）最初の闘争は「失敗」の烙印を押されたが，地
元民主にとって地域闘争に終わりはなかった。その拠点となったのがオールド・マウント・ザイオ
ン教会（Old Mt. Zion Church）であり，現在は市民権運動博物館となっており，毎月第二土曜日
には当時と同じくゴスペルを歌いながらの体験的なイベントが催され，訪問客と共に地元の次世代
住民が運動の伝統を今に残している。最後は腕を交差させて組みながら歌う“We Shall Overcome”
で締められる。 

 ② Charles Sherrod, Albany, GA, August 8, 2001 
 ★伝説的なヴァージニア生まれの SNCC活動家のチャール
ズ・シェロッド氏（1937 ― 2022）が「その後」の活動の地そ
して終の棲家として選んだのはジョージア州オールバニー
だった。彼から訪問を許可された時間は早朝の 6時だった。
彼は当初本報告者の素性を疑い，かなり警戒心を示したが，
間もなくその純粋な歴史家的な意図を理解し，温かく接して
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くれた。彼の過度とも思われる警戒は「ブラック・パワー」の唱道以降に本格化した FBIなど当
局による執拗で厳しい監視と諜報活動の経験を物語っていた。「いつオールバニーの運動は終わっ
たのか？」という問いへの彼の答えは，「簡単だ。けっして終わらないし，今でも続いている。今
でも何かが起これば，すぐにデモ行進が組織される。」白人活動家とのつながりを大事に考えた彼
は「ブラック・パワー」のスローガンへの転換以降の SNCCと次第に距離を取るようになり，間
もなく脱退し，オールバニーを拠点にして独自の地域的組織化活動に専念するようになった。 

 ③Willie Mae Thomas, Albany, GA, August 7, 2001 
 ★ウィリー・メイ・トマス氏（1928 ― 2014）の自宅は旧マウン
ト・ザイオン・バプティスト教会のまさに隣にあり，「無届デ
モ」の廉により逮捕された経験を有する。デモ参加者に女性
が多かった理由は職を失うことへの深い不安感からだったと
いう。それにもかかわらず，多くの地元民衆が留置場を埋め
尽くすという SCLCの戦略に呼応したが，地元警察署長プリ
チェットの方が準備は上だった。いつ AM（オールバニー運動）

は終わったか？ という問いへの答えは，ただ「難しい」だった。運動は失敗だったと言われるが，
どう思うか？ との問いへの次のような回答が印象的である。「そういうことを，キング牧師が言っ
ているというような噂はあった。しかし地方の目から見て，ダウンタウンの商店への出入りやラン
チカウンターの開放は，このあたり〔川島註：黒人居住区のこと〕に商店がほとんどないので，私
たちにはありがたかった。」 

 ④  Albany Herald , August 9, 2001, p. 1 
 ★地元紙『オールバニー・ヘラルド』の 1面で紹介された本
報告者の現地調査活動。実は史料の紹介を依頼に地元紙の本
社を訪れたのだが，逆に取材を受ける羽目になってしまっ
た。ただし，この新聞報道のおかげで，様々な関係者が自ら
インタビューを申し出てくれることになった。現地調査後
に，Northern Kentucky Universityの友人の夏季講座でオー
ルバニー現地の調査体験話をすることになった。同授業には
Albany出身の年配の社会人学生が参加しており，非常に緊
張を強いられたが，幸い合格点を頂いて安堵した。 

 （4）アラバマ州バーミングハム闘争 
 ① Rev. Fred Shuttlesworth, Cincinnati, OH, August 22, 2002 

 ★ JFKに市民権法（1964）の連邦議会上程の決意をもたらした
アラバマ州の工業都市バーミングハムで 1963年 5月に起こった
苛烈な抗議活動の地元指導者フレッド・シャトルズワース牧師
（1922 ― 2011）は，間もなくオハイオ州シンシナティの教会に転
任することになっていた。長年の友人である Northern Kentucky 
UniversityのMichael Washington教授の計らいで真夏の日曜日の
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ミサに参加し，インタビューを許可された。誰もが知る歴史的ヒーローとの接触が可能となったこ
とは幸運であった。彼の地域闘争は「ブラウン判決」の後，同じアラバマ州内モンゴメリーでのバ
スのボイコットと並行して 1956年から開始されたという。住民は定期的な集会に 1000から 1500
名が集まったが，市内黒人牧師 250名中，定期的に参加したのは 20名にすぎなかったという。批
判がある学童生徒の抗議デモへの動員は SCLCの活動家ジェームズ・ビヴェル（James Bevel）氏
の発案だったという。 

 （5）MFDP（ミシシッピ自由民主党）の活動家たち 
 ① Hollis Watkins, Jackson, MS, August 21, 2001 

 ★今では翻訳本の出版で有名になった SNCCのミシシッピ
における現地活動家で 1964年夏の民主党全国大会を前に旧
来の差別的民主党に対抗して結成されたMFDP（ミシシッピ
自由民主党）の中心メンバーでもあった，そそ後 NPO法人
「南

サ ザ ン・エ コ ー

部の木霊」を主宰するホリス・ワトキンス氏（1941生）に
は 2000年と翌年の夏休みに本報告者は二度にわたってお話を
聞かせて頂くことができた。まさに SNCCの「ミシシッピ自

由運動」を象徴する，大変に懐の深い，思慮深く，物静かでありながら勇敢で不屈の闘志を秘めた，
魅力的な人物であった。何よりも印象深かったのは，「当事者の積極参加」を謳ったLBJ（リンドン・B・
ジョンソン）の「貧困との戦争」に拭えないバラマキ的な側面が，地元の黒人指導層の汚職を助長
した，という内部批判的指摘であった。この事実を論文に書いてもよいか？　と確認を求めた時に
「もちろん！」と即答した彼の清々しい表情が忘れ難い。 

 ② Victoria Gray Adams, Petersburg, VA, August 26, 2000 
 ★MFDPの元メンバーを訪ねる旅の最後にワシントン DCで
別の関係者に合う道すがら，歌手としても名高いファニー・
ルーヘイマー（Fannie Lou Hamer）氏と共に熱心な若き中心
的活動家だったヴィクトリア・グレイ氏（1926 ― 2006）の自宅
を訪れた時，エネルギーのほぼ全てを消耗し尽して，一言も
発することができなかった訪問者に対して，彼女はとても優
しく接してくれたことが忘れられない。小学校の教員を務め，
軍務についていた夫と共にドイツやタイなど諸外国での生活

を経験した彼女が身の危険を含む有権者登録活動に参加し続けたのは，ゴスペル歌手でもあったヘ
イマーとも重なる，独特のキリスト教解釈に裏打ちされた奴隷制時代から蓄積されてきたミシシッ
ピ州の黒人民衆文化であったと感じさせる。印象的だったのは「ブラック・パワー」に関する彼女
の言及だった。それはある意味でMFDPの活動の必然的帰結だったという。 
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 ③ Robert P. (Bob) Moses, Jackson, MS, August 15, 2000 
 ★ボブ・モーゼズ氏（1935 ― 2021）は SNCCが中心になってミ
シシッピ州のデルタ地帯を中心に 1964年夏に展開された「ミ
シシッピ夏季計画」の現地責任者で「ブラック・パワー」運
動の強力な唱道者であり，キング牧師と並ぶ伝説的な指導者
である。彼は一切のインタビューを断ってきたことで知られ
ていたが，本報告者がミシシッピ州での調査活動において拠
点としたハティスバーグに所在する南ミシシッピ大学のカー

ティス・オースティン（Curtis Austin）助教授の姉君の友人を介して接触の糸を手繰ることができ，
州都ジャクソンの黒人ゲットーの中心に位置するレイニア（Lanier）高校で「代数プロジェクト」
の授業活動に従事する伝説ヒーローに接することができた。なお同校は正門に大型の金属探知機を
備え，玄関を入ると男女 2名の武装警察官の身体検査を受けることで，ようやく「訪問者」のワッ
ペン供与を確保できた。南北を問わず黒人居住区にある公立高校が置かれる厳しい情況を実感した。
過酷な現実に打ちひしがれることなく，夢を持って自助努力に励む高校生のために夏休みに開かれ
る代数の課外授業に没頭するかつての伝説的な不屈の活動家の変わらぬ情熱に，かつて定時制高校
の英語教員を 6年間務めた同様の過酷な情況の経験を有する本報告者は，共感を禁じえず，後ほど
このことをモーゼズ氏に伝えた。 

 ④ Bob Moses, Jackson, MS, August 23, 2001 
 ★前年に引き続いてミシシッピ州への二度目になる訪問の途上で
ジャクソン市内レニア高校内の「代数プロジェクト」事務所にボ
ブ・モーゼズ氏を訪ねた。本報告者はかねてより「歴史を動かす
のは人が発する言葉か，それとも人そのものか？」と疑問に思っ
ていた。もちろん文書史料を何よりも事実確定の分析素材とする
歴史家として「言葉」の重みは承知していたが，ボブ・モーゼズ
との出会いによって，その確信は揺らいだ。米国内で FBIの指名

手配を受けたモーゼズはタンザニアのニエレレ大統領の庇護を求めて長年亡命生活を送ったのち，
カーター政権下での恩赦を受けて帰国した。長らく息をひそめていたが，マッカーサー財団の支援
を受け，ゲットー地区における高校生の自助的学習を支援する NPO法人「代数プロジェクト」を
立ち上げ，SNCC活動以前の高校教員の仕事に立ち戻った。その後 2006年より身近で形骸に触れ
たキング牧師の遺志を継ぐため，コーネル大学から打診されていた寄付講座教授の地位を受入れ
た。本報告者による二度の夏の訪問が彼の決断の一要素になりえたのではないかと密かに自負して
いる。 

 ⑤William Winter, Jackson, MS, August 15, 2000 
 ★ミシシッピ州における「第一の再建」の終了後初のリベラル派
州知事（1981 ― 84）として辣腕をふるったウィリアム・ウィンター
氏（1923 ― 2020）は南部ホスピタリティ溢れる好人物であった。
しかしその彼によっても州の旗から旧南部連合旗を除去する州民
投票に勝利できなかった。ミシシッピ州が憲法修正第 13条を批
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准するのは 1991年になってからであり，それは 50州のうちの最後の批准であった。なお彼が手に
する陶磁器製ワイングラスは本報告者からのプレゼントである。なお九州産業大学教授の片桐康宏
氏のご紹介による。 

 （6）シカゴ闘争 
 ① Richard Barnett, Chicago, IL, September 2, 2001 

 ★南部での非暴力直積行動の勝利後のキング牧師の活動拠点は地
元黒人新聞記者でさえ寄り付かずに殺人事件気を書くという悪名
高い「犯罪多発危険地区」のウェストサイドのノースローンデイ
ルであった。そのアパートから徒歩 3分ほどに所在する閑静で美
しい自家所有住宅の自慢の庭に立つのが，本報告者の友人である
元シカゴ大学教授でハーヴァード大学社会学教授として名高い長
年の友人ウィリアム・J・ウィルソン教授の紹介による地元活動

家リチャード・バーネット氏（1932 ― 2020）である。「この地区で一番恐ろしいのは発砲後に身体検
査をする警察官ですよ，注意しなさい」と具体的な対応方法を教えてくれた彼の忠告で本報告者は
実際帰り道の運転の最中に命拾いをした次第である。 

 ★バーネット氏は本報告者を自宅から数ブロックしか離れていな
いキング牧師が「シカゴ自由運動」の指導のために住み込んだ
16th通り沿いの Hamlin Ave. 1550番地のアパート跡地に案内して
くれた。なおミシェル・アレグザンダー教授の『ニュー・ジム・
クロウ』によれば，同地区黒人男性の 4人のうち 3人は，監獄の
出所か間もなく入所予定者であるという。後に同アパートにはシ
カゴ黒豹党の事務所が開設されたが，間もなくシカゴ市警とイリ

ノイ州警察の特殊部隊の襲撃を受けて壊滅し，本報告者の訪問時も焼け野原のような有様のまま
だったが，現在は小ぎれいな記念館的な建物が建っているという。翌年夏に再会した折に，「ヒス
パニック系との連帯の構築に努力しているが，まだ具体的に報告できかねる」という言葉が忘れら
れない。 

 ② Barack Obama, Chicago, IL, August 30, 2002 
 ★ウィルソン教授から紹介された人物の一人に将来のアメリカ大
統領である，当時イリノイ州議会上院議員だったバラク・オバマ
氏（1963生）が含まれていたのはこの上なき幸運であった。何度
も彼の法律事務所に電話をかけたが，女性秘書はいつも「貴方の
すべきことはホテルで私の折り返し電話を待つこと」の一点張り
だったが，本報告者はあるルートからオバマ氏の自宅の電話番号
を入手して直接頼み込み，シカゴ市中心部の事務所で「30分だけ

インタビューに応じる」旨の返事を得ることができた。聡明さと独特のオーラを放つ彼の言葉で印
象に残るのは「誰が今までで一番手ごわい相手だったか？」との問いへの「ブラック・パワー政治
家である」という回答と，「日本に小浜という地名があるでしょう」という博識ぶりだった。 
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 （7）その他 
 ① James Kunen, 名古屋市立大学，2017年 7月 27日 

 ★和訳され，日本でもベストセラーになり，全共闘世代のバイブ
ル的なノンフィクションで映画にもなった『いちご白書』の著者
ジェームズ・クネン氏（1948生）が，名古屋市立大学教員の平田
雅己さんの招きに応じて同大学で講演会を行った。何よりも印象
的だったのは，1968年に起こった一連の混乱の中でそれまで応援
してきた民主党反戦派のマクガバンが候補指名選挙に敗れ，選挙
ボイコットをした結果，ニクソン政権の誕生を招いてしまったこ

とへの後悔の念だった。ただし，2016年の民主党候補にバーニー・サンダースではなくヒラリー・
クリントンが選ばれた折，息子さんが同じく選挙ボイコット戦術をとった結果，トランプ政権の誕
生に手を貸してしまった。「歴史は繰り返される」結果となったことに，さらに後悔の念が募った
という。 

 ②Masaki Kawashima, Memphis, TN, April 4, 2018 
 ★キング牧師の「最後の聖戦」はテネシー州メンフィス
の「衛生労働者」と婉曲に呼ばれたゴミ回収非正規労働
者の組合創設と待遇改善を要求するストライキ闘争の支
援であり，キング牧師はそれを「貧者の行進」の出発点
として設定する構想を立てた。なお写真は，メンフィス
におけるキング牧師暗殺 50周年の記念集会黒人労働者が
黙々とストライキの行進を続けた際に掲げた「私は人間
だ」の標識を UAW（全米自動車労連）参加者から譲り
受けて撮影したものである。同集会では 2020年民主党有
力大統領候補のバーニー・サンダース（Bernie Sanders）

上院議員もゲスト話者の一人だった。その際彼は「次期大統領」として紹介され，大変なアジテー
ターぶりを発揮する演説を行った。 

 ★黒人および白人の労組員を中心としたデモ参加者は皆「私
は人間である」というプラカードを掲げていた。集会後，5
キロほど離れた郊外の黒人中産階級地区に所在するメイソ
ン・テンプル教会までデモ行進が行われた。同デモ行進には
迷彩服に身を包んだ武装した州警察特殊部隊が警護に当たっ
ていたが，その大半は黒人警察官であり，のんびりした雰囲
気に満ち，道端で昼寝している者もいるなど 50年後の違い
を目の当たりにした。 
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 ③Mason Temple, Memphis, TN, April 6, 2018 
 ★実は本報告者のメンフィスの訪問は二度目だったが，今回は
NHKアメリカ総局特派員で，本報告者の三重大学における最後
の指導生だった，現地取材に訪れていた須田正紀氏の取材クルー
と昼食を共にする機会があった。彼らと共にキング牧師が市の前
夜に内外の 1万名近い聴衆に有名な最後の「山上演説」を行った，
修理中で入場が禁じられていたメイソン・テンプル教会に特別に
入ることを許可された。本報告者が立つのはキング牧師が最後の
演説を行ったと同じ説教台である。 

 ④ Steven Lockwood, Memphis, TN, April 3, 2018 
 ★メンフィス滞在中に友人のワシントン大学タコマ校のマイケ
ル・ハニー教授から紹介された現地歴史ツアーの一環で，黒人
低所得者に自家所有を実現するための支援活動を業務とする
NPO法人 Frayser Community開発法人の創設者ロックウッド
氏に色々と活動や理念についてご教示いただく機会を得た。「非
営利活動と雖も採算を度外視しては持続的な活動は不可能だ」
としてMBAを有する黒人女性役員を新採用したという。「リー
マン・ショック」と長期「大不況」を世界にもたらした，ゲットー

住民に対する「サブプライム・ローン」による詐欺的な商法とは全く違って，就職支援も含んだ地
域社会における持続可能な黒人貧困世帯自立支援という困難で根気のいる社会事業を続ける彼の弛
まぬ情熱にこそ，弛まぬ「長い市民権運動」の持続力の一端を，本報告者は実感できた。このよう
なアメリカ発の NPO活動は日本をはじめ世界に広がっている。 （了）
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 付録 2：主要経済統計数値の歴史的推移 

グラフ 1：アメリカにおける GDP前年比と失業率の推移（1929～ 2022）
出典：アメリカ政府商務省統計局
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グラフ 2：「人種」別貧困ライン未満人口比率の推移（1959～ 2022年）
出典：同上
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グラフ 3：Percentage of Cotton to Total Exports, 1800―1920
出典：Federal Reserve Bulletin, May 1923, p. 567.

グラフ 4：Percentage of Exports to Total Production of Cotton, 1800―1920
出典：同上
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 In Pursuit of Historical Meaning of America in the Civil 
Rights Era 

 Prospect for the Third Reconstruction under the Second Redemption with Personal 
On-the-Spot Research Experience in Retrospect 

 Masaki KAWASHIMA 

 要　　旨 

 　本稿は，2023年 11月 18日土曜日 14時から 18時にかけて東北アメリカ研究会との共催で東北大
学川内キャンパスにて開催された「2023年度　東北大学国際文化研究科科長裁量経費プロジェク
ト『多文化・グローバル社会におけるアメリカ研究ネットワークの構築』第一回講演会」で本稿筆
者が行った「『市民権運動の時代のアメリカ』の総括へ向けて ― かつての現地調査を振り返りつつ
『第
セカンド・レデンプション

二次復権』を超えて『第
サード・レコンストラクション

三次再建』を展望する試み」と題して行った講演会時の読み上げ原稿
を基に，当時の雰囲気を残すために，本稿筆者を「報告者」と記述するなど，口語体を使用し，また
活字化する時点（2024年 2月）で気づいた勘違いの修正と，必要と思われる説明文や参考文献等の
付加を施した上で改稿したものである。その内容の概略と目的は，筆者が以前に科学研究費補助金の
支給を 5年間得て行ったアメリカ各地で行ったかつての活動家たちへのインタビューを基にした現地
滞在研究を振り返りつつ，トランピズムが隆盛する今日までの「市民権運動後のアメリカ」に焦点を
当て，「第二次再建」の達成を確認し，その収束後の現在における「第二次復権」のさなかにあって「第
三次再建」の展望を探ることである。なお末尾には，かつての代表的インタビュイーの写真付き紹介
や統計的ビジュアル資料が，付録として収録されている。 

    

  

 


